
＜東北他都市プラネタリウム施設の状況＞ 
 

〇弘前文化センター（弘前市白銀町） 
 
【施設開設年月】  1981年9月 

【リニューアル年月】2023年4月 

【主なリニューアル内容】 

施設の改修工事に伴い、投影機器の機種変更や固定椅子を撤去 

【投影システム】デジタル式 

【収容数】人工芝（大人のみの場合約20名、子どものみの場合約30～40名） 

     ※別途イス席（約30席）設置可 

【プラネタリウム観覧者数】 

2019（R1）年度 2020（R2）年度 2021（R3）年度 2022（R4）年度 2023（R5）年度 

6,700人 施設改修工事のため、実績なし 7,943人※ 

                                  ※出張投影を除く 
 
〇仙台市天文台（宮城県仙台市青葉区） 
 
【施設開設年月】  1955年2月 

【リニューアル年月】2023年6月 

【主なリニューアル内容】投影機、投影システム・プロジェクタ等の更新 

【投影システム】光学式＋デジタル式（ハイブリッド型） 

【座席数】280席 

【プラネタリウム観覧者数】 

2019（R1）年度 2020（R2）年度 2021（R3）年度 2022（R4）年度 2023（R5）年度 

130,156人 49,871人 88,516人 96,080人 128,235人 
 
 
〇最上広域市町村圏事務組合教育研究センター(山形県新庄市昭和) 
 
【施設開設年月】   1972年10月 

【リニューアル年月】2022年 1月 

【主なリニューアル内容】投影機の更新 

【投影システム】光学式＋デジタル式（ハイブリッド型） 

【座席数】40席 

【プラネタリウム観覧者数】 

2019（R1）年度 2020（R2）年度 2021（R3）年度 2022（R4）年度 2023（R5）年度 

1,713人 1,558人 1,578人 1,998人 1,941人 
 
 
〇高柳電設工業スペースパーク（郡山市ふれあい科学館）（福島県郡山市駅前） 
 
【施設開設年月】    2001年10月 

【リニューアル年月】2024年 3月 

【主なリニューアル内容】 

コンピュータ、プロジェクタ等の更新（映像の鮮明化等の効果） 

【座席数】238席 

【投影システム】光学式＋デジタル式（ハイブリッド型） 

【プラネタリウム観覧者数】 

2019（R1）年度 2020（R2）年度 2021（R3）年度 2022（R4）年度 2023（R5）年度 

56,328人 29,230人 33,111人 49,919人 51,612人 
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